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　今回の表紙写真は、昨年ご当地人気キャラとして大ブレークした
「くまモン」の熊本県中部、矢部町にあるアーチ式石橋『通潤橋』の姿を
掲載します。
　通潤橋は文字どおり橋の内部に水の流れる水路を設けた一種の水
道橋であります。
　熊本県には江戸時代後期に造られた石積みの石橋が数多くあり、
日本全国に現存するアーチ式石橋の90％以上が九州にあります。
　そしてその半数近くの、250基もの石橋が熊本県に現存しており
ます。
　写真の橋は九州山地の奥に源を発し、県の中央部を流れ有明海へ
と注ぐ緑川にかかる名橋です。
　嘉永七（1854）年に完成したこの橋は、矢部手永惣庄屋、布田保之助
によって造られ、水の豊富な台地から川を隔てた水の少ない田畑へ
の水源補給のためと、山を隔てた集落住人の方々の通行の利便性を
計った通路・通水両用型の橋梁で、幅6.3ｍ、総延長75.6ｍ、高さ20.2
ｍ、アーチ径27.9ｍ、通水石管延長126.9ｍ、開田面積100町歩という
かなりの規模を持つ素晴らしい石橋であり、完成には１年８カ月も要
しています。現在では潅漑用水としての役目を終え、橋からの放水は

年一度の９月上旬に行うそうです。
　なお下に流れる緑川に水を放水する作業は、町の職員の方が通潤
橋まで出向き開栓するのです。
　開栓は、石橋の中心部に１ｍ四方の穴があり、導水管を流れる水を
橋の両側に空いている放水口から木栓を抜き放水する仕組みになっ
ています。
　この放水口は大雨などで水量が急に増加したような場合と、通水管
内にゴミが溜るので、放水の圧力によって管内の清掃を行うために開
栓し、水を放出したものであります。
　係りの職員の方が木製で出来た素朴な栓を抜くと水が勢い良く落
下放水を始めます。
　苔むした風格のある石橋から弧を描いて橋の両側に落下する水の
様は真に見事な光景です。
　土木機械や精密測量など出来ない時代にこのような立派な建築物
を造ることが出来た先人の知恵と技術力そして努力には敬服します。
　この写真は、筆者が地元の知人にお願いし、矢部町のご好意で特別
放水を行って戴いた時の通潤橋の雄姿です。
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同
窓
諸
兄
姉
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
社

会
の
各
分
野
で
の
ご
活
躍
、
真
に
お
慶
び
に
堪
え
な

い
次
第
で
す
。

　

同
窓
会
の
会
報「
墨
水
会
だ
よ
り
」も
回
を
重
ね
今

回
は
第
21
号
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
母
校
の
90
周
年
を
記
念
し
て
、
20
頁
の
記

念
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
通
常
発
行
に
戻
り
16
頁
の
会
報
と
し
て
会

員
の
皆
様
に
お
届
け
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
母
校
の
現
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

進
学
重
視
型
単
位
制
高
校
と
し
て
、
他
の
都
立
校

に
先
立
ち
一
足
早
く
そ
の
受
け
入
れ
を
承
諾
し
、
地

盤
沈
下
し
た
都
立
校
の
大
学
進
学
率
向
上
に
務
め

た
母
校
で
し
た
が
、
単
位
制
高
校
以
降
に
着
任
さ
れ

た
菊
地
先
生
、有
賀
先
生
、渡
辺
先
生
、大
沢
先
生
と

歴
代
校
長
先
生
の
懸
命
な
る
改
革
努
力
に
も
拘
わ
ら

ず
、
進
学
率
の
向
上
に
は
特
段
の
変
化
が
現
れ
ず
墨

水
会
で
も
憂
慮
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
20
年
４
月
に
着
任
さ
れ
た
第
21
代

校
長
佐
藤
光
一
先
生
が「
文
武
両
道
」を
提
唱
さ
れ
、

伝
統
校
で
あ
る
墨
田
川
高
校
の
新
し
い
歴
史
を
作

る
べ
く
急
ピ
ッ
チ
に
学
校
の
改
革
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
は
ま
ず「
武
」に
現
れ
、
水
泳
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
に
も
手
の
届
く
程
の
実
力
あ
る
超
高
校

級
の
選
手
が
輩
出
さ
れ
一
挙
全
国
に
墨
田
川
高
校
の

名
が
と
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
低
迷
し
て
い
た
本
校
へ
の
応
募
率
も
向

上
し
、偏
差
値
上
位
の
優
秀
な
生
徒
や
、ス
ポ
ー
ツ
才

能
の
あ
る
生
徒
も
多
数
応
募
す
る
よ
う
な
学
校
に
な

り
、変
化
が
現
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
進
学
率
の
向
上
は
な
か
な
か
難
し
く
、
戦

後
の
最
盛
期
150
名
の
国
立
大
学
合
格
者
を
出
し
て
い

た
時
期
を
思
う
と
、
現
在
の
10
名
程
度
の
状
況
は
当

然
改
善
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

改
革
の
口
火
を
つ
け
た
佐
藤
先
生
の
後
任
で
あ
る

第
22
代
学
校
長
の
柴
田　

哲
先
生
は
、
昭
和
48
年
卒

業
、高
校
25
回
の
本
校
Ｏ
Ｂ
で
、墨
水
会
々
員
で
も
あ

り
ま
す
。

　

母
校
90
年
の
歴
史
の
中
で
、
本
校
出
身
の
Ｏ
Ｂ
が

校
長
先
生
に
な
ら
れ
た
の
は
初
め
て
の
、
真
に
有
難

た
い
人
事
で
あ
り
母
校
に
と
っ
て
も
真
に
幸
運
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

佐
藤
先
生
の
後
を
引
き
継
い
だ
柴
田
先
生
も
佐
藤

先
生
同
様
墨
田
川
高
校
の
現
状
を
考
察
さ
れ
、
先
生

独
自
の「
文
武
不
岐
」と
の
精
神
に
基
づ
く
改
革
を
提

唱
さ
れ
、
一
朝
一
石
に
は
計
れ
な
い
大
学
合
格
実
績

の
向
上
に
、
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
、
生
徒
に「
学

力
」「
体
力
」「
気
力
」そ
し
て「
協
力
」と
い
う
四
つ
の

人
間
力
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
学
校

の
運
営
を
計
る
方
針
を
打
ち
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
考
え
を
基
に
、
着
々
と
進
学
率
向
上

の
努
力
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
は
今
後
の
入
学
率
に
如
実
に
現
れ
る
こ

と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

取
組
み
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
昨
年
の
会
報

に
も
詳
細
に
記
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
省
略
さ
せ
て

戴
き
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
別
記
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
文
化

部
、運
動
部
共
に
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
続
け
て
お
り
、

進
学
勉
強
で
多
忙
の
中
良
く
こ
れ
だ
け
の
成
績
を
出

せ
る
も
の
と
感
心
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
吹
奏
楽
部
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
く
、
東
京
都

の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
毎
年
金
賞
を

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
行
事
で
は
四
月
の
入
学
式
に
始
ま
り
、
五
月

に
は
体
育
祭
、九
月
に
は
七
高
祭（
文
化
祭
）、二
月
は

合
唱
祭
、三
月
は
卒
業
式
と
続
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
の
催
し
に
は
墨
水
会
か
ら
も
役

員
が
出
席
し
、
生
徒
諸
君
の
日
頃
の
活
躍
を
拝
見
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
学
校
行
事
で
は
な
い
の
で
す
が
、

毎
年
卒
業
式
終
了
後
の
三
月
下
旬
に
葛
飾
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ヒ
ル
ズ
に
て
吹
奏
楽
部
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
卒
業
す
る
部
員
も
参
加
し
て
大

変
賑
や
か
で
、素
晴
ら
し
い
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
各
位
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
次
に
年
間
に
於
け
る
会
の
活
動
を
順
を
追
っ

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

墨
水
会
の
事
業
目
的
の
第
一
義
は
母
校
発
展
の
た

め
の
側
面
的
な
支
援
で
あ
る
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い

ま
す
。そ
の
た
め
に
卒
業
生
の
皆
様
に
卒
業
と
同
時

に
会
員
に
な
っ
て
戴
く
訳
で
す
。

　

同
窓
会
の
こ
の
主
旨
は
、学
校
が
存
続
す
る
限
り
、

終
生
Ｏ
Ｂ
同
士
の
交
流
は
勿
論
、
母
校
の
支
援
の
た

め
の
事
業
と
し
て
続
く
と
思
い
ま
す
。

　

人
が
作
る
我
々
の
社
会
は
、
知
力
や
努
力
も
当
然

で
す
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
即
ち
人
脈
が
重
要
な
要

素
に
な
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。特
に
本
年
卒

業
さ
れ
る
皆
様
に
は
、将
来
社
会
活
動
の
場
で
、墨
田

川
高
校
の
出
身
者
と
し
て
必
ず
有
益
な
出
来
事
に
遭

遇
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

先
輩
、同
期
、後
輩
の
き
ず
な
は
、た
安
く
は
切
れ

ま
せ
ん
。そ
し
て
こ
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
母
校
を

末
長
く
応
援
し
て
下
さ
い
。

　

次
に
年
間
行
事
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

一
月
十
二
日
墨
田
川
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
美
汀
会
の
新
年

を
祝
う
会
に
井
上
会
長
、海
谷
顧
問
他
各
副
会
長
、会

計
、監
査
な
ど
九
名
の
役
員
が
出
席
し
、柴
田
学
校
長

他
職
員
の
先
生
方
、美
汀
会
、墨
汀
会
の
役
員
の
皆
様

と
向
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
新
年
を
祝
い
、
今
年
の

活
動
に
つ
い
て
、相
互
の
協
力
を
誓
い
ま
し
た
。

　

一
月
上
旬
に
は
会
報
20
号
の
原
稿
締
切
り
を
行

い
、
通
常
よ
り
早
い
発
行
を
行
う
た
め
の
編
集
作
業

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

会
報
は
予
定
通
り
二
月
下
旬
の
発
行
と
な
り
四
月

十
二
日
に
開
催
し
た
本
年
度
第
１
回
の
常
任
幹
事
会

の
際
、
各
期
の
常
任
幹
事
の
諸
氏
を
通
じ
て
配
布
し

ま
し
た
。

　

二
月
四
日
に
は
学
校
で
開
催
さ
れ
た
二
十
四
年
度

第
三
回
学
校
運
営
連
絡
協
議
会
に
墨
水
会
か
ら
は
、

井
上
、
清
沢
の
両
委
員
が
出
席
し
学
校
の
現
状
を
伺

い
、墨
水
会
の
考
え
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

九
十
周
年
の
記
念
事
業
は
三
月
末
に
刊
行
さ
れ
た

記
念
誌
の
出
版
を
以
て
、諸
行
事
を
無
事
終
了
し
、次

に
訪
れ
る
百
周
年
を
目
途
に
準
備
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

三
月
九
日
第
65
回
卒
業
式
に
参
列
し
、
私
が
墨
水

会
を
代
表
し
て
317
名
の
卒
業
生
の
諸
氏
に
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
四
月
九
日
に
は
、
25
年
度
の
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
324
名
の
新
入
生
が
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

墨
水
会
か
ら
は
会
長
他
役
員
数
名
が
出
席
し
、
ご

祝
意
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

常
任
幹
事
会
は
四
月
開
催
の
他
七
月
十
一
日
、
九

月
三
日
、十
二
月
十
日
の
計
四
回
開
催
し
、総
会
の
開

催
計
画
、七
生
、楽
水
二
寮
の
運
営
、管
理
、保
全
計
画

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
終
十
二
月
の
幹
事
会
で

は
終
了
後
、
柴
田
校
長
先
生
始
め
墨
水
会
Ｏ
Ｂ
の
先

生
方
、美
汀
会
金
子
会
長
他
役
員
の
方
、墨
汀
会
役
員

の
方
々
を
お
招
き
し
、
本
年
の
謝
意
と
常
任
幹
事
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
、
年
忘
れ
の
懇
親
の
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
十
月
四
日
に
は
日
比
谷
公
会
堂
に
て
第
21
回

東
京
校
歌
祭
が
開
催
さ
れ
井
上
会
長
ほ
か
四
十
数

名
の
会
員
が
参
加
し
校
歌
と
応
援
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。そ
の
後
午
後
四
時
よ
り
上
野
東
天
紅
に
て
第
91

回
墨
水
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ご
　
挨
　
拶

　
　
　
　
　

墨
水
会
会
長　

墨
田
川
３
回

　

井
上　

常
一　
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墨
水
会
の
皆
様
方
に
は
、日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
へ
の
御
理
解
、
御
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、
部
活
動
の
全
国

大
会
へ
の
生
徒
の
参
加
補
助
に
対
し
、多
大
な
御
支

援
を
賜
り
ま
し
た
。重
ね
ま
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、本
校
は
平
成
十
二
年
度
よ
り
新
し
い
タ
イ

プ
の「
進
学
重
視
型
単
位
制
高
校
」と
し
て
、ま
た
、

平
成
十
九
年
度
か
ら「
進
学
指
導
推
進
校
」と
し
て
、

か
つ
て
の
進
学
校
へ
の
復
活
に
向
け
、再
出
発
し
て

い
ま
す
。そ
の
中
で
、
昨
年
の
十
月
下
旬
に
文
部
科

学
省
か
ら
、新
た
な
大
学
入
試
改
革
に
関
す
る
提
言

が
な
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
会
報
紙
面
を
お
借
り
し

ま
し
て
、
現
在
の
本
校
の
進
学
指
導
に
関
す
る
考

え
方
や
具
体
的
な
方
策
、
さ
ら
に
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
廃
止
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
、述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、御
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
公
立
大
学
を
受
験
す
る
に
は
、
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
と
一
般
入
試
の
大
き
く
二
通
り
の
方
法

に
大
別
で
き
ま
す
。四
十
数
年
前
に
私
が
大
学
を
受

験
し
た
頃
は
、一
期
校
と
二
期
校
の
二
回
の
受
験
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、
共
通
一
次
試
験
の
導

入
、
そ
し
て
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
導
入
と

な
り
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
国
立
大
学

協
会
か
ら
の
学
力
低
下
対
策
の
一
環
と
し
て
の
提

言
を
受
け
、
国
立
大
学
志
願
者
に
対
し
平
成
十
六

年
度
の
大
学
入
学
試
験
か
ら
セ
ン
タ
ー
試
験
の
五

（
六
）
教
科
七
科
目
受
験
が
原
則
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
入
学
試
験
で
は
、

九
十
六
％
の
大
学
が
セ
ン
タ
ー
試
験
五
（
六
）
教
科

七
科
目
の
受
験
を
課
し
て
い
ま
す
。現
在
、
文
系
で

は
国
語
・
地
理
歴
史
・
公
民
・
数
学
（
一
）・
数
学

（
二
）・
理
科
・
英
語
が
標
準
型
で
あ
り
、理
系
は
国

語
・
地
理
歴
史
と
公
民
か
ら
一
科
目
・
数
学（
一
）・

数
学（
二
）・
理
科
二
科
目
・
英
語
が
標
準
型
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
学
入
試
改
革
は
、本
校
の
国
公
立

大
学
へ
の
合
格
者
の
増
減
に
も
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。「
進
学
重
視
型
単
位
制
高
校
」と
し
て

の
一
期
生
の
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
は
、二
十
一

名
で
し
た
が
、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
五（
六
）

教
科
七
科
目
受
験
と
な
っ
た
二
期
生
か
ら
落
ち
込

み
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
進
学
指
導
の
改
善
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
校
長
と
し
て
本
校

に
着
任
し
、
本
校
生
徒
が
目
標
と
す
る
大
学（
タ
ー

ゲ
ッ
ト
大
学
）を
設
定
し
、
そ
の
大
学
に
合
格
で
き

る
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
方
策
・
内
容
を
構

築
し
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
大
学
は
、
大
学
受
験
偏
差
値

六
十
と
言
わ
れ
て
い
る
千
葉
大
・
埼
玉
大
・
学
芸
大
・

電
通
大
・
農
工
大
・
横
浜
国
立
大
等
の
国
公
立
大

学
と
学
習
院
・
明
治
・
青
山
学
院
・
立
教
・
中
央
・

法
政
等
の
難
関
私
立
大
学
と
し
ま
し
た
。ま
た
、
こ

れ
ら
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
大
学
に
合
格
す
る
た
め
の
目

当
て
と
し
て
、
一
年
次
か
ら「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
」レ
ベ
ル
の
系
統
的
数
値
目
標
を
設
定
し
、
授

業
や
教
育
活
動
を
展
開
し
、
一
年
次
か
ら「
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
同
日
模
試
」を
全
員
受
験
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、国
公
立
大
学
合
格
増
の
復
活
の
兆
し

が
見
え
始
め
、昨
年
度
は
十
一
名
の
国
公
立
大
学
合

格
と
い
う
実
績
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
時
、昨

年
の
十
月
下
旬
の
文
部
科
学
省
か
ら
の
新
た
な
大

学
入
試
改
革
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。新
聞

や
マ
ス
コ
ミ
等
で
は「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の

廃
止
」が
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本

校
に
と
っ
て
は
追
い
風
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

提
言
の
具
体
的
な
内
容
は
、現
在
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
が
「
到
達
テ
ス
ト
（
基
礎
レ
ベ
ル
）（
仮

称
）」と「
到
達
テ
ス
ト（
発
展
レ
ベ
ル
）（
仮
称
）」の

二
つ
の
試
験
に
変
わ
る
と
の
こ
と
で
す
。ま
だ
仮
称

で
す
の
で
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
前
者
の「
基

礎
レ
ベ
ル
」の
試
験
は
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
に
お

い
て
活
用
す
る
、後
者
の「
発
展
レ
ベ
ル
」の
試
験
は

一
般
的
な
大
学
入
試
に
お
い
て
活
用
す
る
、と
あ
り

ま
す
。そ
し
て
、
難
易
度
的
に
は
、
前
者
の「
基
礎
レ

ベ
ル
」の
試
験
は
か
な
り
易
し
く
な
る
、後
者
の「
発

展
レ
ベ
ル
」の
試
験
は
現
在
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
よ
り
も
若
干
易
し
く
な
り
、一
点
刻
み
で
は
な

く
、段
階
で
評
価
す
る
も
の
と
あ
り
ま
す
。

　

本
校
で
は
、現
在
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
レ

ベ
ル
の
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
骨
太

の
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、二
年
次
生
ま

で
文
系
・
理
系
を
分
け
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、
新
た
な
大
学
入
試

が
始
ま
っ
て
も
、十
二
分
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

結
び
に
、今
後
、百
年
、百
五
十
年
と
本
校
が
更
に

発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、今
ま
で
以
上
に
教
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
生
徒
の
力
量
を
高
め
、
か
つ
て
の

進
学
実
績
に
追
い
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。墨
水
会
並
び
に
美
汀
会
を
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
皆
様
方
の
御
支
援
、御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、校
長
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
役
員
の
改
選
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

井
上
会
長
が
前
海
谷
会
長
よ
り
引
継
ぐ
際
、
井
上
の

都
合
に
て
一
年
間
の
猶
予
期
間
を
戴
い
た
た
め
、
今

回
会
長
職
を
一
年
間
延
長
し
、
明
年
度
改
選
す
る
こ

と
を
総
会
で
ご
承
認
戴
き
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
は

現
行
役
員
の
体
制
に
て
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

十
月
四
日
同
窓
会
総
会
の
当
日
は
日
比
谷
公
会

堂
で
行
わ
れ
る
第
21
回
東
京
校
歌
祭
の
開
催
日
で
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
四
十
数
名
の
Ｏ
Ｂ
各
位
が
公
会

堂
に
参
集
し
、
校
歌
と
応
援
歌
を
じ
っ
く
り
と
歌
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
校
歌
祭
に
参
加
し
た
会
員
は
東
天
紅
の
総

会
に
駆
け
付
け
、
午
後
五
時
の
開
会
に
は
揃
っ
て
出

席
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
総
会
議
事
終
了
後
、
柴
田
校
長
先
生
に
講

話
を
お
願
い
い
た
し
、懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

本
年
の
総
会
は
昨
年
の
九
十
周
年
の
後
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
毎
年
の
総
会
よ
り
出
席
者
の
数
が
少

く
少
々
淋
し
い
総
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
会
の
終

了
後
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
今
年
も

母
校
吹
奏
楽
部
の
Ｏ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
に
出
演
し
て
戴

き
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
他
墨
水
会
に
は
大
事
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
組
織
に
て
運
営
す
る
山
と
海
の
二
寮

の
管
理
と
経
営
の
問
題
で
す
。

　

昨
年
度
の
財
団
法
人
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

詳
細
別
記
し
ま
し
た
の
で
昨
年
の
活
動
に
つ
い
て
は

そ
の
項
を
ご
覧
戴
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
墨
水
会
の
運
営
に
深
い

ご
理
解
ご
協
力
を
戴
き
、
特
に
経
済
が
低
迷
し
景
気

が
良
く
な
い
時
期
を
通
し
て
、
会
の
運
営
に
度
々
ご

寄
付
を
頂
戴
し
真
に
感
謝
に
絶
え
な
い
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

誌
上
を
拝
借
し
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　

本
年
も
母
校
の
た
め
会
員
皆
様
の
格
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

進
学
校
と
し
て
の
改
革
と
復
活

　
　
　
　
　
　
　

校　

長 　

墨
田
川
25
回　

柴
田　

哲　
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１
．第
90
回
墨
水
会
総
会

　

  

平
成
24
年
10
月
６
日　

於　

す
み
だ
産
業
会
館

　

式
典
と
祝
賀
会
の
間
の
50
分
間
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。狭
い
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
約

60
名
の
出
席
者
の
な
か
、
会
長
挨
拶
の
後
議
事

に
移
り
、事
業
報
告
、会
計
報
告
、監
査
報
告
が

例
年
通
り
行
な
わ
れ
、
あ
わ
た
だ
し
い
会
議
で

し
た
が
無
事
終
了
し
、
そ
の
後
み
な
さ
ん
祝
賀

会
場
へ
か
け
つ
け
ま
し
た
。

２
．第
20
回
校
歌
祭

　

  

平
成
24
年
10
月
６
日　

於　

日
比
谷
公
会
堂

　

今
年
は
祝
賀
会
を
終
え
た
人
達
が
多
数
参

加
さ
れ
、
演
台
に
あ
が
れ
な
い
人
達
が
出
る
な

か
、
50
名
以
上
の
会
員
皆
様
の
大
き
な
声
が
日

比
谷
公
会
堂
に
ひ
び
き
渡
り
ま
し
た
。

３
．役
員
会

　

  

平
成
24
年
11
月
22
日　

於　

東
天
紅

　

12
名
の
出
席
者
が
あ
り
、90
周
年
式
典
、祝
賀

会
、記
念
誌
、墨
水
会
総
会
、校
歌
祭
に
つ
い
て
、

反
省
点
を
含
め
色
々
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

４
．広
報
委
員
会

　

  

平
成
24
年
11
月
28
日　

於　

同
窓
会
室

　

第
１
回
目
の
会
合
に
８
名
の
委
員
が
出
席
し
、

墨
水
会
だ
よ
り
20
号
発
刊
に
む
け
て
話
し
合
い

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
特
別
号
と
い
う
事

で
20
ペ
ー
ジ
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
と
す
る
事
と
し
、

会
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
多
く
の
記
事

を
集
め
る
努
力
を
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

又
今
回
も
㈱
サ
ラ
ト
に
発
刊
の
お
願
い
を
す

る
事
に
な
り
見
積
り
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

５
．第
１
回
常
任
幹
事
会
兼
忘
年
会

　

  

平
成
24
年
12
月
６
日　

於　

東
天
紅

　

25
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
90
周
年
行
事
に
つ

い
て
の
反
省
や
今
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
懇
親
会
に
移
り

２
時
間
半
に
渡
っ
た
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

６
．広
報
委
員
会

　

  
平
成
25
年
１
月
16
日　

於　

同
窓
会
室

　

㈱
サ
ラ
ト
の
担
当
者
も
ま
じ
え
、
９
名
の
委

員
と
第
２
回
目
の
会
議
が
行
な
わ
れ
、
記
事
の

集
ま
り
状
況
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
な
わ

れ
、割
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

７
．広
報
委
員
会

　

  

平
成
25
年
１
月
16
日　

於　

同
窓
会
室

　

７
名
の
委
員
が
出
席
し
、
第
３
回
目
の
委
員

会
が
行
な
わ
れ
、
今
ま
で
に
集
ま
っ
た
原
稿
の

読
み
合
せ
と
、
２
回
目
の
割
り
付
け
を
行
い
ま

し
た
。

８
．広
報
委
員
会

　

  

平
成
25
年
２
月
４
日　

於　

同
窓
会
室

　

７
名
の
委
員
が
出
席
し
、
第
４
回
目
の
委
員

会
が
行
な
わ
れ
、
原
稿
の
割
り
付
け
と
校
正
を

行
い
ま
し
た
。

９
．広
報
委
員
会

　

  

平
成
25
年
２
月
14
日　

於　

同
窓
会
室

　

５
名
の
委
員
が
出
席
し
、
第
５
回
目
の
委
員

会
が
行
な
わ
れ
、
㈱
サ
ラ
ト
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
墨
水
会
だ
よ
り
20
号
の
最
終
校
正
を
行
い
ま

し
た
。

10
．役
員
会

　

  

平
成
25
年
３
月
５
日　

 

於　

曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー

　

14
名
の
出
席
者
が
あ
り
、（
一
財
）七
星
会
へ

の
寄
付
に
つ
い
て
、
又
学
校
支
援
の
寄
付
に
つ

い
て
、今
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
、七
星
会
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

11
．第
２
回
常
任
幹
事
会

　

  

平
成
25
年
４
月
12
日　

於　

会
議
室

　

31
名
の
出
席
者
が
あ
り
、（
一
財
）七
星
会
の

運
営
に
つ
い
て（
理
事
、
井
上
会
長
、
谷
澤
・
清

澤
副
会
長
、
評
議
委
員
、
海
谷
顧
問
、
泉
妻
・
竹

鼻
副
会
長
の
選
任
）話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。又
今

年
度
の
総
会
、
校
歌
祭
に
つ
い
て
の
報
告
等
が

な
さ
れ
、
最
後
に
墨
水
会
だ
よ
り
20
号
を
各
期

の
常
任
幹
事
に
配
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

12
．役
員
会

　

  

平
成
25
年
５
月
８
日

　

  

於　

向
島
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

90
周
年
記
念
誌
印
刷
費
の
件
や
90
周
年
に
対

す
る
墨
水
会
の
寄
付
に
つ
い
て
、及
び
、決
算
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

13
．第
３
回
常
任
幹
事
会

　

  

平
成
25
年
７
月
11
日

　

  

於　

墨
田
川
高
校
多
目
的
ホ
ー
ル

　

本
年
度
の
総
会
、
校
歌
祭
に
つ
い
て
討
議
が

な
さ
れ
、
そ
の
後
90
周
年
記
念
事
業
終
了
の
報

告
、
全
国
大
会
出
場
を
応
援
す
る
会
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
、
役
員
改
選
の
件
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

14
．第
４
回
常
任
幹
事
会

　

  

平
成
25
年
９
月
３
日

　
  

於　

墨
田
川
高
校
多
目
的
ホ
ー
ル

　

29
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
総
会
、
懇
親
会
、
校

歌
祭
に
つ
い
て
報
告
が
行
な
わ
れ
、
又
役
員
改

選
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
後
、
二
寮
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、
副
校
長
に
よ
る
校
内
活
動

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
最
後
に
総
会
の
往

復
葉
書
を
常
任
幹
事
の
皆
様
に
配
布
し
散
会
し

ま
し
た
。

15
．役
員
会

　

  

平
成
25
年
９
月
27
日　

於　

東
天
紅

　

６
名
の
役
員
が
出
席
し
、
総
会
の
役
割
分
担

等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
後
東
天
紅
の

担
当
者
と
最
終
打
ち
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

　

七
生
寮
視
察（
閉
寮
）

　
［
平
成
24
年
10
月
18
日
］

　
　
　
　

谷
澤
・
清
澤
副
会
長
参
加

　

90
周
年
実
行
委
員
会

　
［
平
成
24
年
10
月
22
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、清
澤
副
会
長
出
席

　

楽
水
寮
視
察（
夏
期
清
算
）

　
［
平
成
24
年
10
月
25
日
］

　
　
　
　

谷
澤
、清
澤
副
会
長
参
加

　

90
周
年
実
行
委
員
会

　
［
平
成
24
年
11
月
09
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
出
席

　

学
校
運
営
連
絡
協
議
会

　
［
平
成
24
年
12
月
14
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、清
澤
副
会
長
出
席

　

美
汀
会
新
年
会

　
［
平
成
25
年
01
月
12
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
は
じ
め
９
名
参
加

　

学
校
運
営
連
絡
協
議
会

　
［
平
成
25
年
02
月
14
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、清
澤
副
会
長
出
席

　

墨
水
会
だ
よ
り
記
念
号（
20
号
）完
成

　
［
平
成
25
年
03
月
05
日
］

　
　
　
　

３
千
部

　

墨
田
川
高
校
卒
業
式

　
［
平
成
25
年
03
月
09
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、清
澤
副
会
長
出
席

　

墨
汀
会
総
会

　
［
平
成
25
年
03
月
16
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、谷
澤
副
会
長
出
席

　

七
星
会
理
事
会（
決
算
理
事
会
）

　
［
平
成
25
年
04
月
23
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、海
谷
顧
問
、

　
　
　
　

谷
澤
・
清
澤
副
会
長
、宮
本
監
査
出
席

　

楽
水
寮
視
察（
契
約
）

　
［
平
成
25
年
04
月
24
日
］

　
　
　
　

�

井
上
会
長
、谷
澤
・
清
澤
副
会
長
参
加
し
、寮

管
理
人
網
代
氏
と
年
間
委
託
の
契
約
を
行
う

墨田川10回
難波　直人

墨
水
会
事
業
報
告 

平成25年度 

平
成
24
年
総
会（
10
月
６
日
）
〜
平
成
25
年
10
月
４
日

墨
水
会
事
業
報
告 
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科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要
墨水会会報費 750,330 3,000 部
総会費 0
名簿作成費 105,400 小冊子 350 冊
校歌祭費 143,130 参加費 10 万円等
通信費 333,335 切手代、郵送代
会議費 447,515 常任幹事会、広報委員会等
寮関係費 23,837 七生寮視察補助等
渉外費 110,850 美汀会、墨汀会等
事務委託費 685,800 小荷田さん・谷澤さん給与・交通費
寄付金 3,500,000 墨田川高校 90 周年、( 一財 ) 七星会
当期支出合計 (B) 6,100,197

２　支出の部

科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要
当期収入合計 (A) 5,952,246
当期支出合計 (B) 6,100,197
当期収支差額 (A) − (B) △ 147,951
期首在庫品 (C) 3,034,500 名簿  867 冊
期末在庫品 (D) 1,907,500 名簿  545 冊
当期剰余金
(A) − (B) − (C) ＋ (D) △ 1,274,951 前期剰余金   864,217

３　当期剰余金の部

科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要
24 年度卒業生入会金 2,560,000 320 人× 8,000 円
名簿代 (24 年度卒 ) 1,280,000 320 人× 4,000 円
寄付金 2,063,655 154 名　2 団体＋ 7/17 通帳入金分
名簿販売 9,000 ２冊
利子 39,591
当期収入合計 (A) 5,952,246

１　収入の部

平成 24 年度　墨水会会計報告

( 単位：円 )

収　支　計　算　書　　( 平成 24 年度 )
平成 24 年７月１日から平成 25 年６月 30 日まで

前期繰越金
当期剰余金

26,658,038
△ 1,274,951

25,383,087次期繰越金

以上のとおり御報告申し上げます。
　　　　　　　　　　　平成 25 年 10 月５日

墨水会　会長　　井　上　常　一
墨水会　会計　　赤　津　吉　延
墨水会　会計　　谷　澤　尚　樹

１　資産の部
　　　定期預金 ( 一般口座 )	 13,000,000
　　　　 〃　　( 寄付口座 )	 3,000,000
　　　普通預金 ( 一般口座 )	 4,305,938
　　　　 〃　　( 寄付口座 )	 3,329,638
　　　現金	 0
　　　在庫品	 3,034,500
　　　　　資産の部合計		  26,670,076

２　負債の部
　　　借入金		  12,038
　　　　　負債の部合計		  12,038

３　繰越の部
　　　繰越金		  25,793,821
　　　前期剰余金増加額		  864,217
　　　　　繰越の部合計		  26,658,038

１　資産の部
　　　定期預金 ( 一般口座 )	 13,000,000
　　　　 〃　　( 寄付口座 )	 3,000,000
　　　普通預金 ( 一般口座 )	 5,285,070
　　　　 〃　　( 寄付口座 )	 1,883,992
　　　現金	 306,525
　　　在庫品	 1,907,500
　　　　　資産の部合計		  25,383,087

２　繰越の部
　　　繰越金		  26,658,038
　　　当期剰余金増加額		  △ 1,274,951
　　　　　繰越の部合計		  25,383,087

開　始　残　高
平成 24 年７月１日

閉　鎖　残　高
平成 25 年６月 30 日

監　査　報　告　書
墨水会定時総会議長　殿
平成 25 年 10 月５日

　平成 24 年度墨水会収支計算書及び諸帳簿関係書類を監
査した結果、その数字は正確であり、かつ正当であった。
　各帳簿、領収書、証拠書類の保存整理も整然としてあっ
たことを御報告申し上げます。
　　　　　　墨　　水　　会
　　　　　　　　　　会計監査　　　宮　本　雄　司
　　　　　　　　　　会計監査　　　石　井　　　温

繰越金計算書

( 単位：円 )

( 単位：円 )

　

七
生
寮
視
察（
契
約
）

　
［
平
成
25
年
05
月
14
日
］

　
　
　
　

海
谷
顧
問
、谷
澤
・
清
澤
副
会
長
参
加

　

美
汀
会
歓
送
迎
会

　
［
平
成
25
年
05
月
25
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
は
じ
め
５
名
参
加

　

七
生
寮
視
察（
補
修
工
事
）

　
［
平
成
25
年
06
月
15
日
］

　
　
　
　

海
谷
顧
問
、谷
澤
副
会
長
参
加

　

学
校
運
営
連
絡
協
議
会

　
［
平
成
25
年
06
月
18
日
］

　
　
　
　

清
澤
副
会
長
出
席

　

楽
水
寮
視
察（
修
理
完
了
点
検
・
会
計
清
算
）

　
［
平
成
25
年
06
月
19
日
］

　
　
　
　

谷
澤
・
竹
鼻
・
加
藤
副
会
長
参
加

　

七
星
会
理
事
会
・
評
議
委
員
会

　
［
平
成
25
年
06
月
26
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、海
谷
顧
問
、泉
妻
・
竹
鼻
・

　
　
　
　

谷
澤
・
清
澤
副
会
長
、宮
本
監
査
出
席

　

90
周
年
実
行
委
員
会

　
［
平
成
25
年
06
月
27
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、

　
　
　
　

横
井
・
竹
鼻
・
清
澤
副
会
長
出
席

　

楽
水
寮
視
察（
本
年
度
夏
期
運
営
打
ち
合
せ
）

　
［
平
成
25
年
07
月
10
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
、谷
澤
・
清
澤
副
会
長
参
加

　

七
生
寮
視
察（
補
修
工
事
点
検
）

　
［
平
成
25
年
07
月
13
日
］

　
　
　
　

谷
澤
副
会
長
参
加

　

七
生
寮
視
察（
寮
管
理
者
代
行
）

　
［
平
成
25
年
07
月
22
日
〜
24
日
］

　
　
　
　

谷
澤
・
加
藤
・
清
澤
副
会
長
、

　
　
　
　

斉
藤
常
任
幹
事
参
加

　

七
生
寮
視
察（
閉
寮
作
業
）

　
［
平
成
25
年
08
月
25
日
・
26
日
］

　
　
　
　

井
上
会
長
は
じ
め
18
名
参
加

　

七
生
寮
視
察（
修
理
点
検
）

　
［
平
成
25
年
09
月
19
日
］

　
　
　
　

谷
澤
・
清
澤
副
会
長
参
加

　

楽
水
寮
視
察（
夏
期
清
算
）

　
［
平
成
25
年
09
月
23
日
］

　
　
　
　

谷
澤
副
会
長
参
加
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会　
　

長　

井　

上　

常　

一　

高
３

副
会
長　

大　

木　

善　

夫　

中
20

　
　
　
　
　

梶　

原　

徳　

二　

高
４

　
　
　
　
　

泉　

妻　

秀　

一　

高
８

　
　
　
　
　

清　

宮　
　
　

胖　

高
10

　
　
　
　
　

難　

波　

直　

人　

高
10

　
　
　
　
　

横　

井　

正　

男　

高
13

　
　
　
　
　

谷　

澤　

尚　

樹　

高
15

　
　
　
　
　

竹　

鼻　

宏　

子　

高
15

　
　
　
　
　

加　

藤　

多
恵
子　

高
15

　
　
　
　
　

清　

澤　

健　

一　

高
17

　
　
　
　
　

小　

川　

浩　

平　

高
18

　
　
　
　
　

高　

田　

ま
さ
江　

高
18

　
　
　
　
　

出　

羽　

邦　

夫　

高
23

　
　
　
　
　

山　

内　

雅　

哉　

高
30

幹
事
長　

山　

内　

雅　

哉　

高
30
（
兼
任
）

会　
　

計　

赤　

津　

吉　

延　

高
10

　
　
　
　
　

谷　

澤　

尚　

樹　

高
15
（
兼
任
）

会
計
監
査　

宮　

本　

雄　

司　

高
30

　
　
　
　
　

石　

井　
　
　

温　

高
31

顧　
　

問　

海　

谷　

利　

宏　

高
１

相
談
役　

末　

次　

慶　

之　

高
２

墨
水
会
役
員
名
簿

　第91回墨水会総会及び懇親会は、平成

25年10月５日午後４時より上野東天紅で

開催されました。

　当日は午後１時より校歌祭があり、両方

に出席をされた方もあり、会員62名、現職

５名、旧職員３名、美汀会（ＰＴＡ）４名、墨

汀会（ＰＴＡのＯＢ会）３名、若手ブラバン

のＯＢ・ＯＧ会14名の総勢91名の出席者

がありました。

　総会は井上会長の挨拶の後、会長の司会

で議事にうつり、難波副会長による事業報

告、谷澤副会長による会計報告、宮本監査に

よる監査報告が行なわれました。その後、新

役員の紹介が行なわれ、全て承認され、総会

を終了しました。５時より懇親会に移り、若

手ＯＢ・ＯＧによるブラスバンド演奏や各

期の紹介等盛りあがるなか７時すぎに校歌

をうたって閉会しました。

平成二十五年度総会報告及び新役員紹介
墨田川15回　谷澤　尚樹
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学
校
運
営
連
絡
協
議
会
は
、
文
科
省
の
指
導
で

学
校
運
営
に
関
し
て
外
部
の
意
見
で
あ
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
元
の
意
見
を
聞
い
て
学
校
運
営
に
活
か

し
て
い
こ
う
と
の
目
的
で
全
国
に
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。墨
田
川
高
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
、

元
校
長
、
地
元
財
界
人
、
地
元
中
学
校
長
、
同
窓

会
、
教
育
専
門
家
の
委
員
と
学
校
側
か
ら
は
、
校

長
、
副
校
長
と
教
務
、
生
徒
指
導
、
進
路
指
導
、
総

務
の
各
部
の
主
幹
教
諭
か
ら
構
成
さ
れ
、
年
３
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。同
窓
会
か
ら
井
上
会
長
と

私
の
２
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら
の
報
告
で
は
、
高
校
生
活
の
規
範
と

な
る
挨
拶
、遅
刻
、

服
装
の
指
導
を

継
続
し
て
行
っ

て
き
た
結
果
、
地

元
か
ら
も
評
価
を

受
け
、
皆
勤
生
徒

が
各
ク
ラ
ス
に
大

勢
い
る
こ
と
、
部

活
が
活
発
で
好
成

績
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
、
全
国
模
試

の
結
果
も
上
昇
し

て
い
る
こ
と
、
墨

田
川
高
校
へ
の
受

験
者
数
が
増
え
優

秀
な
生
徒
が
多
く

入
っ
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

又
、
毎
年
行
っ

て
い
る
学
校
教
育

活
動
点
検
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
結
果
報
告

が
あ
り
、
習
熟
別
学
習
が
学
習
ペ
ー
ス
に
あ
っ
て

い
る
。質
問
や
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
な
ど
生

徒
、
父
母
、
先
生
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し

て
勉
強
も
部
活
も
が
ん
ば
っ
て
両
立
さ
せ
た
い

と
考
え
る
生
徒
が
45
％
か
ら
58
％
に
な
り
、
国
公

立
大
学
へ
進
学
を
意
識
し
て
い
る
生
徒
が
増
加

し
高
１
年
の
４
月
で
80
パ
ー
セ
ン
ト
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

各
委
員
と
の
討
論
で
は
、
中
学
や
塾
で
の
評
判

が
向
上
し
、
大
学
入
試
で
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
万
全
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
21
回
校
歌
祭
は
10
月
５
日

（
土
）13
時
、日
比
谷
公
会
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。朝
か
ら
十
数
年
ぶ
り
の
雨
で
し
た
が
約

50
名
の
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。雨
は
昼

過
ぎ
に
は
こ
や
み
と
な
り
、戸
外
で
の
リ
ハ
ー

サ
ル
も
傘
を
さ
し
て
行
い
、井
上
墨
水
会
会
長

の
学
校
紹
介
の
後
、応
援
歌
３
番
ま
で
と
校
歌

４
番
ま
で
の
全
部
を
持
ち
時
間
９
分
で
歌
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
出
演
は
４
時
か
ら
の

総
会
を
考
慮
し
、
２
番
目
の
出

演
と
な
り
、
時
間
的
ゆ
と
り
も

で
き
、
他
校
の
校
歌
も
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
演
校
は
、
八
王
子

工
業
校
が
同
窓
会
の
承
認
が
取

れ
ず
参
加
で
き
な
く
な
り
高
校

は
16
校
と
な
り
ま
し
た
。特
別

出
演
と
し
て
東
大
、一
橋
大
、早

稲
田
、
慶
応
の
４
大
学
が
昨
年

と
同
様
に
参
加
し
、
合
わ
せ
て

20
校
で
し
た
。

　

現
役
の
生
徒
の
参
加
は
、
毎

年
出
演
の
戸
山
・
新
宿
高
校
に

加
え
、
小
石
川
中
等
教
育
学
校

（
小
石
川
高
・
府
立
５
中
）の
初

め
て
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
出
演

の
生
徒
も
加
え
る
と
、
多
く
の

現
役
生
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

次
回
の
会
場
選
定
に
当
た
っ

て
、日
比
谷
公
会
堂
の
耐
震
補
強
工
事
が
進
ま

ず
、「
使
用
す
る
な
ら
参
加
者
の
名
簿
を
そ
ろ

え
て
」「
貸
す
け
ど
危
な
い
よ
」と
言
わ
れ
た
た

め
公
会
堂
使
用
を
断
念
し
ま
し
た
。テ
ア
ラ
江

東
、墨
田
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
多
く
の

公
的
会
場
使
用
抽
選
に
申
し
込
み
し
、や
っ
と

杉
並
公
会
堂
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
22
回
校
歌
祭
は
11
月
１
日（
土
）で
す
。

多
く
の
人
の
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

遅刻者数 (H25 年度　２年生 )
月別 A B C D E F G H 計 合計
４月 2 1 4 3 2 12 5 2 31 31
５月 1 1 5 5 6 19 16 8 61 92
６月 2 6 3 11 8 14 1 12 57 149
７月 3 2 1 1 4 12 5 3 31 180
９月 9 6 2 20 10 14 14 5 80 260
10 月 0 260
11 月 0 260
12 月 0 260
１月 0 260
２月 0 260
３月 0 260
累計 17 16 15 40 30 71 41 30 260

遅刻者数 (H24 年度　１年生 )
月別 A B C D E F G H 計 合計
４月 4 2 1 2 2 0 5 2 18 18
５月 6 7 7 2 4 0 6 14 46 64
６月 4 17 5 7 14 1 20 24 92 156
７月 6 8 4 6 0 0 10 11 45 201
９月 7 13 9 4 2 1 15 19 70 271
10 月 25 5 7 7 6 2 3 6 61 332
11 月 20 5 10 7 9 4 17 9 81 413
12 月 7 7 11 5 3 2 2 13 50 463
１月 23 14 4 14 3 3 20 16 97 560
２月 22 13 10 16 7 5 2 15 90 650
３月 1 3 8 3 2 2 9 1 29 679
累計 125 94 76 73 52 20 109 130 679

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て

墨
田
川
17
回　

清
澤
　
健
一

東
京
校
歌
祭
に
つ
い
て

東
京
校
歌
祭
実
行
委
員

　
　
　
　
　
　

墨
田
川
17
回　

清
澤
　
健
一
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ご
承
知
の
通
り
法
人
が
所
有
す
る
「
七
生
・

楽
水
」の
二
寮
は
一
昨
年
よ
り
新
組
織
一
般
財

団
法
人
と
し
て
の
移
行
手
続
き
も
終
わ
り
、従

来
の
組
織
よ
り
運
営
が
強
化
さ
れ
、新
法
人
は

評
議
員
の
地
位
が
従
来
よ
り
重
く
な
り
、そ
の

結
果
理
事
と
評
議
員
の
役
割
分
担
が
は
っ
き

り
分
か
れ
、評
議
員
は
会
務
の
全
般
を
担
い
、

理
事
、
監
事
は
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
っ
て

選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、理
事
が
業

務
を
執
行
し
、
財
団
の
運
営
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

新
法
人
施
行
後
の
運
営
は
今
の
と
こ
ろ
過

誤
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
経
過
し
て
い
る
が
、寄
付

に
頼
っ
て
い
る
財
政
に
つ
い
て
は
今
後
と
も

美
汀
会
、墨
水
会
の
両
者
が
運
営
に
協
力
し
、

今
後
の
発
展
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
昨
年
の
状
況
で
あ
る
が
、
経
営
の
状

況
は
二
寮
共
に
収
支
均
衡
が
と
れ
た
状
態
で

あ
る
が
、両
寮
共
に
四
十
年
を
経
過
し
た
木
造

建
物
で
あ
る
関
係
上
、毎
年
何
等
か
の
修
理
が

発
生
し
、そ
の
維
持
管
理
に
毎
年
悩
ま
さ
れ
て

い
る
。

　

昨
年
は
異
常
気
象
の
た
め
館
山
の
楽
水
寮

で
は
、二
度
に
わ
た
る
台
風
の
被
害
を
被
り
、

特
に
二
度
目
の
強
風
の
た
め
ト
タ
ン
張
り
の

陸
屋
根
の
三
分
の
二
が
破
損
し
、一
部
部
屋
に

も
雨
漏
り
が
発
生
し
、修
理
見
積
百
五
十
万
円

以
上
の
損
害
が
発
生
し
た
。

　

こ
の
被
害
は
幸
い
に
損
害
保
険
で
九
十
％

カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ほ
っ
と
し

て
い
る
。な
お
、
こ
の
ほ
か
南
面
の
壁
の
塗
装

が
は
が
れ
て
い
る
の
で
全
面
ぬ
り
替
え
を
行

い
ま
し
た
。

　

楽
水
寮
は
管
理
人
の
網
代
氏
に
依
頼
し
て

い
る
の
で
、室
内
の
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

宿
泊
者
の
世
話
等
は
、総
て
管
理
人
網
代
氏
に

お
任
せ
し
て
あ
る
の
で
、管
理
費
等
の
費
用
は

別
と
し
て
も
運
営
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
夏
の
一
定
時
期
の
み
開
寮
す
る
軽

井
沢
の
七
生
寮
に
は
管
理
人
を
置
い
て
い
な

い
の
で
、
法
人
の
理
事
が
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の

都
度
出
向
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。建
物
と
周

辺
の
全
体
管
理
は
星
野
リ
ゾ
ー
ト
に
お
願
い

し
て
い
る
が
、細
か
い
内
容
に
は
タ
ッ
チ
し
な

い
の
で
、当
方
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
他
な
い
。

　

昨
年
は
水
道
の
水
漏
れ
が
二
度
ほ
ど
発
生

し
て
い
る
。ま
た
建
物
中
央
の
屋
根
部
分
と
厨

房
に
か
な
り
大
き
な
穴
が
あ
き
動
物
な
ど
侵

入
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、開
寮
前
に
本
多

建
設
さ
ん
に
依
頼
し
修
理
し
て
戴
い
た
。

　

ま
た
浄
化
層
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
経
年

劣
化
し
た
の
で
交
換
す
る
な
ど
毎
年
メ
ン
テ

に
は
か
な
り
の
出
費
と
な
っ
て
い
る
。そ
の

他
、部
屋
の
壁
が
よ
ご
れ
て
い
る
の
で
各
部
屋

の
壁
紙
を
す
べ
て
交
換
し
ま
し
た
。

　

開
寮
は
七
月
中
旬
か
ら
八
月
下
旬
の
約
一

ケ
月
で
あ
る
が
、二
年
前
か
ら
経
費
の
節
減
の

た
め
東
京
か
ら
の
出
張
調
理
会
社
を
や
め
、墨

水
会
の
役
員
が
交
替
で
寮
の
管
理
・
清
掃
と

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
の
食
事
を
用
意
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
昨
年
も
谷
澤
事
務
局
長
、
清
澤

副
会
長
の
お
二
人
が
管
理
人
と
し
て
、交
替
で

寮
番
を
務
め
ら
れ
た
。

　

今
後
の
運
営
は
地
元
か
ら
管
理
人
を
依
頼

す
る
方
法
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
管
理
契
約
は
一
年

毎
の
更
新
に
な
る
の
で
、毎
年
六
月
頃
海
谷
評

議
員
と
谷
澤
理
事
の
両
名
が
出
向
き
契
約
し

て
い
る
。

　

楽
水
寮
は
網
代
管
理
人
と
の
一
年
契
約
を

行
っ
て
い
る
の
で
毎
年
四
月
に
契
約
し
て
い

る
。

　

な
お
、両
寮
共
に
一
般
の
宿
泊
客
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
で
、今
年
は
パ
ン
フ
な
ど
を
新
し

く
作
成
し
、大
い
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
軽
井
沢
七
生
寮
視
察
旅

行
は
今
年
度
、
８
月
25
日
〜
26
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
同
期
の
有
志
、
先
輩

や
友
人
等
９
名
で
前
日
か
ら
軽
井
沢
入
り
し
た

私
達
は
ト
ン
ボ
の
湯
で
汗
を
流
し
、
翌
日
は
白

根
山
か
ら
横
手
山
を
巡
り
夜
の
懇
親
会
に
合
流

し
ま
し
た
。
総
勢
25
名
の
大
宴
会
。
寮
に
は
在

学
中
に
行
っ
て
以
来
の
人
や
、
海
に
参
加
し
た

た
め
軽
井
沢
は
初
め
て
と
い
う
人
も
い
て
学
生

時
代
の
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
食
事
会
に
な

り
ま
し
た
。
夜
の
お
酒
を
除
け
ば
寮
生
活
は
学

生
達
と
同
じ
。
高
校
生
に
も
ど
っ
た
気
分
で
お

し
ゃ
べ
り
は
続
き
ま
す
。
体
力
に
現
実
を
自
覚

さ
せ
ら
れ
は
し
ま
す
が
…
。

　

翌
日
は
朝
食
後
解
散
。
ゴ
ル
フ
組
と
旅
行
組

に
別
れ
、
我
々
旅
行
組
は
清
里
か
ら
小
淵
沢
を

回
り
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

軽
井
沢
は
も
ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば

せ
ば
見
所
が
沢
山
あ
り
、
猛
暑
を
逃
れ
て
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
に
は
最
適
な
所
で
す
。
皆
様
も
ク

ラ
ス
会
や
家
族
、
友
人
達
と
七
生
寮
を
利
用
し

て
楽
し
い
休
暇
を
楽
し
み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

尚
、
今
年
は
生
徒
達
が
寮
を
使
用
し
な
い
た

め
、
７
月
19

日
よ
り
８
月

23
日
ま
で
一

般
開
放
さ
れ

ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の

御
利
用
を
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

七
生
寮
視
察
旅
行

墨
田
川
15
回　

加
藤
多
恵
子

一
般
財
団
法
人

　
七
星
会
運
営
の
ご
報
告

理
事　

墨
田
川
３
回　

井
上
　
常
一
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③

12.5畳

④

12.5畳

①

12.5畳

②

10畳

⑤
⑥

10畳

⑦
10畳

楽水寮

海

ガソリン
スタンド

西岬　
バス停

安房浜田　
バス停

洲ノ崎

消防署

徒歩 車

プライベートビーチ

県道257号

中華料理
「味華」　

館山

８
畳

６
畳

トイレ
洗面所玄関

管
理
人
室 ポーチ

バーベキュー
スペース
駐車場

厨　房

風　呂
洗
濯
場

シャワー

海へ

ベランダ

七生寮

野鳥の森

アートホテル
VILLA11

ガソリン
スタンド

遊心荘

別荘地

別荘地

別荘地
谷

山

別荘地

星野温泉入口
（バス停）

至 峰ノ茶屋

至 中軽井沢

小川

15分

入口

中 庭
駐車場

中　庭

裏　庭

厨房

管理人室

食堂 受付

ホール

⑧

８畳

⑨

８畳

⑦

10畳

⑥

10畳

⑤

８畳

①

８畳

②

10畳

③

10畳

④

８畳
トイレ

洗
面
所

旧風呂

国
道
１
４
６
号

車

徒歩

軽 井 沢 七生寮

利用期間 原則として通年ご利用いただけます。
申込方法 ７月19日より８月31日までは
 寮 受 付　☎0470－29－0127（管理人 網代）
 その他の期間、及び６月１日より７月18日
 までの夏期予約は
 学校受付　☎03－3611－2125（小荷田）
料　　金 素泊
 7・8月 大 人　3,000円（中学生以上）
  子 供　2,000円（小学生以下3才以上）
  休 憩　2,000円（風呂代含む）
 7・8月以外 大 人　2,000円
  子 供　1,000円
  休 憩　1,000円（風呂代含む）

食事については、寮で注文してください。（お弁当・刺身の舟盛等）
尚、庭にてバーベキューを行う事が出来ます。（バーベキューセッ
ト使用料1台500円）又、厨房も利用出来ます。（使用料1日500円）

東京駅よりビューさざなみ号２時間13分
内房線「館山」駅下車、ＪＲバスにて30分、

「安房浜田バス停」より徒歩５分
東京駅八重洲口より急行バス館山行1時間45分
バス通り（房総フラワーライン）洲崎方面
中華料理屋（味華）脇右折３分

〒294－0303　千葉県館山市浜田160
電　　車　

バ　　ス
自 動 車

利用期間 ７月19日から８月23日まで
申込方法 ６月１日より７月18日までは学校にて予約
 受付を行います。
 学校受付  ☎03－3611－2125（小荷田）

 ７月19日以後の申し込みは直接寮へ
 寮 受 付  ☎0267－45－5672
料　　金　（一泊二食付き） 
  大 人（中学生以上）
   5,000円
  子 供（小学生以下３才以上） 
   4,000円
  素 泊 大人 3,000円
   子供 2,000円
  休 憩 1,000円

料金は業者も含め検討中です。 変更になる事もあります。
申込時に確認してください。

東京駅より新幹線あさま号で１時間35分
「軽井沢」駅下車、西武高原バス（草津温泉行）20分、
又は中軽井沢駅よりバス10分、

「星野温泉入口」より徒歩10分
国道146号峰の茶屋方面
アートホテルVILLA11
城北信用金庫看板（遊心荘）右折1分

〒389－0111　長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉字赤岩2148
電　　車　

自 動 車

［各室 冷暖房完備］

塩壺温泉

星
野　リ

ゾ
ー
ト

トンボの湯

林
道

房総館山楽水寮

↑

バーベキュー
スペース
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・
ク
ラ
ス
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私
た
ち
七
中
18
回
生
は
平
成
25
年
５
月
11
日
例

年
の
様
に
一
ツ
橋
の
日
本
教
育
会
館
で
同
期
会
を

開
き
ま
し
た
。こ
こ
数
年
毎
年
５
人
く
ら
い
の
同
期

生
が
死
亡
す
る
の
で
、
い
つ
も
60
人
前
後
集
ま
っ
て

い
た
会
も
年
ご
と
に
出
席
者
が
減
っ
て
こ
の
度
は

24
名
で
し
た
。そ
れ
で
も
「
米
寿
前
後
の
同
期
生
が

20
人
も
集
ま
る
と
は
」と
驚
か
れ
る
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
卒
業
は
昭
和
19
年
３
月
敗
色
濃
厚
な

戦
争
末
期
、進
学
先
の
半
分
は
全
国
の
高
校
、高
専
。

東
京
の
学
校
で
も
工
場
へ
動
員
、
そ
の
工
場
も
空
襲

の
被
害
で
移
転
。東
京
の
家
は
戦
災
で
や
ら
れ
家
族

は
知
り
合
い
を
頼
っ
て
地
方
へ
移
動
。電
話
な
ど
無

い
に
等
し
く
、
鉄
道
は
公
用
で
な
け
れ
ば
長
距
離
切

符
を
売
っ
て
く
れ
な
い
。友
達
の
手
紙
に
は
「
も
う

会
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
」
と
書
い
て
あ
る
の
が

当
た
り
前
で
し
た
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
敗
戦
の
混
乱
が
い
く
ら
か
落
ち

つ
い
た
昭
和
26
年
、
と
も
か
く
連
絡
の
と
れ
る
人
だ

け
で
も
と
集
ま
っ
た
の
が
最
初
で
、
昭
和
33
年
〜
46

年
の
空
白
は
あ
る
も
の
の
現
在
ま
で
殆
ど
毎
年
開

催
し
て
お
り
ま
す
。同
期
会
を
足
掛
か
り
に
、
少
人

数
の
ゴ
ル
フ
の
会
、
旅
行
会
、
飲
み
会
も
あ
り
ま
し

た
が
老
齢
化
と
と
も
に
い
ず
れ
も
消
え
て
し
ま
っ

て
、
現
在
健
在
な
の
は
昨
年
の「
墨
水
会
だ
よ
り
」に

井
上
会
長
が
紹
介
し
て
く
れ
た
百
花
園
の
忘
年
会

だ
け
で
す
。

　

こ
の
会
は
有
志
の
会
で
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
正
月

は
鬼
怒
川
へ
一
泊
旅
行
、
春
は
隅
田
川
の
花
見
を

　

今
年
度
の
楽
水
寮
は
修
繕
に
次
ぐ
修
繕
で
大

変
な
年
で
し
た
。

　

ま
ず
５
月
に
天
井
の
張
替
と
外
壁
の
塗
装
を

し
て
い
た
だ
き
、
き
れ
い
に
な
っ
た
と
喜
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
10
月
の
台
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

海
側
の
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
、
雨
漏
り
の
た

め
押
し
入
れ
や
畳
に
被
害
が
及
び
、
改
修
に

２
０
０
万
円
近
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
が

幸
い
保
険
で
大
半
が
カ
バ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
繕
が
済
み
大
変
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

自
然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
台
風
で
我
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
に

タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し
、
タ
グ
ボ
ー
ト
３
台
で
よ

う
や
く
曳
航
さ
れ
た
と
い
う
珍
し
い
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。

楽
水
寮
の
現
状

墨
田
川
15
回　

加
藤
多
恵
子

し
て
い
ま
す
。平
成
４
年
か
ら
で
す
か
ら
20
年
を
越

え
ま
す
。顔
ぶ
れ
に
出
入
り
は
あ
っ
て
も
20
人
前
後

で
し
た
が
、
こ
の
度
は
12
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。過
去
に
出
席
し
て
亡
く
な
っ
た
人
を
数
え
た
ら

20
人
近
く
で
し
た
。

　
「
来
年
の
事
を
言
う
と
鬼
が
笑
う
」
と
言
う
言
葉

を
実
感
し
ま
す
の
で
、「
今
年
は
ど
う
す
る
」と
言
う

け
れ
ど
、「
来
年
は
ど
う
す
る
」と
は
お
互
い
に
言
わ

な
い
事
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
は
生
き
て
い
る
限
り　

生
き
ぬ
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
、
面
白
が
っ
て
ね
」
と
は
映
画
監
督　

新
藤

兼
人
85
才
の
時
の
言
葉
だ
と
か
。見
習
い
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
0
1
3
・
12
・
13

　

私
達
第
四
回
卒
業
生
は
戦
後
最
初
の
入
学
生
で

昨
年
は
当
校
創
立
九
十
年
そ
し
て
私
達
は
卒
業
後

六
十
年
そ
の
上
各
人
八
十
年
の
傘
寿
を
迎
え
ま
し

た
。

　

入
学
時
は
戦
災
で
焼
け
て
校
舎
も
無
く
、
近
く
の

言
問
小
学
校
に
間
借
り
し
て
の
入
学
で
し
た
。

　

現
在
で
は
中
高
一
貫
等
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
私
達
は
一
時
期
を
除
い
て
六
年
間
男
子
の
み
で

し
た
。今
で
は
当
時
の
担
任
の
先
生
方
も
殆
ど
お
亡

く
成
り
同
期
生
も
大
方
の
人
が
亡
く
成
り
ま
し
た
。

　

卒
後
五
十
年
の
時
は
参
加
者
も
百
名
か
ら
お
り

ま
し
た
が
十
年
後
の
今
回
は
三
十
二
名
の
参
加
で

今
後
は
各
ク
ラ
ス
毎
に
開
く
様
に
定
め
最
後
の
同

期
会
と
相
成
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
毎
回
な
が
ら
全
員
に
て
校
歌
を
斉
唱
し

散
会
致
し
ま
し
た
。

墨田川４回

昭
和
二
十
七
年
卒 

同
期
会

三
木　

鉄
也

七中18回

七
中
18
回
卒
　
同
期
会

中
島　

藤
五
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昭
和
三
十
年
卒
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会
は
、
昨
年
八
月
の

軽
井
沢
・
七
生
寮
宿
泊
旅
行
以
降
、
五
月
の
「
新
緑

と
温
泉
泊
」
十
一
月
の
浅
草
神
谷
バ
ー
に
お
け
る
年

二
回
の
ク
ラ
ス
会
を
定
着
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
五
月
下
旬
、
箱
根
木
賀
温
泉
Ｋ
Ｋ

Ｒ
宮
ノ
下
に
宿
泊
し
、
温
泉
入
浴
を
楽
し
み
夕
食
後

も
深
夜
ま
で
の
歓
談
で
、
参
加
者
十
四
名
は
大
満
足

で
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
下
旬
の
浅
草
神
谷
バ
ー

に
お
け
る
ク
ラ
ス
会
は
十
四
名
の
参
加
で
、
お
互
い

に
元
気
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
健
康
維
持
や
趣
味

の
追
求
に
談
論
風
発
の
様
相
で
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
五
月
下
旬
の
「
新
緑
と
温
泉
泊
」

は
、
奥
日
光
の「
休
暇
村
日
光
湯
元
」泊
が
決
定
し
、

名
実
と
も
に
奥
日
光
の
新
緑
と
温
泉
を
楽
し
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

墨田川13回

墨
田
川
高
校
13
期

　
　
　
同
期
会
を
開
催

G
組　

横
井　

正
男

　

去
る
4
月
20
日
、
都
立
墨
田
川
高
校
13
回
生
（
昭

和
36
年
卒
業
）
の
同
期
会
が
墨
田
区
横
網
の
「
第
一

ホ
テ
ル
両
国
北
齊
の
間
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

早
い
も
の
で
、
今
年
は
卒
業
後
52
年
目
の
年
、
今

回
の
開
催
は
卒
業
後
12
回
目
の
同
期
会
と
な
り
ま

す
。我
々
が
還
暦
を
迎
え
る
ま
で
は
5
年
毎
に
同
期

会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
3
年
毎
に

短
縮
し
開
催
し
て
い
ま
す
。今
回
は
古
希
を
迎
え
て

最
初
の
会
合
で
、
出
席
者
数
は
A
組
か
ら
G
組
ま
で

の
7
ク
ラ
ス
で
合
計
80
名
を
超
え
、
大
変
賑
や
か
に

か
つ
和
や
か
な
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
学
中
の
3
年
間
を
受
持
っ
て
頂
い
た
恩
師
の

多
く
の
方
々
が
他
界
さ
れ
、
友
の
中
に
も
物
故
者
が

徐
々
に
増
え
て
お
り
、
気
持
ち
の
上
で
は
少
々
寂
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、会
が
始
ま
る
と
、懐
か
し
い
思
い
出
話
・

近
況
報
告
・
友
の
消
息
・
加
齢
に
伴
う
自
身
の
健

賑やかな会場風景

　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
八
日
、
上
野
の
東
天
紅

で
昭
和
三
十
八
年
卒
業
の
同
期
会
が
開
か
れ
た
。

集
ま
っ
た
の
は
Ａ
組
か
ら
Ｇ
組
ま
で
七
ク
ラ
ス
の

七
十
二
名
。卒
業
後
初
め
て
の
同
期
会
な
の
で
、
同

級
生
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
五
十
年
ぶ
り
の
顔
合
わ

せ
だ
が
、誰
が
誰
や
ら
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

　

ま
ず
は
ク
ラ
ス
別
に
分
か
れ
て
歓
談
。我
が
Ｂ
組

は
十
四
名
が
参
加
。卒
業
後
初
め
て
会
う
友
人
も
い

た
が
、
七
年
前
に
ク
ラ
ス
会
を
行
な
っ
て
い
る
の

で
、す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
話
が
盛
り
上
が
る
。

　

我
々
が
入
学
し
た
の
は
六
十
年
安
保
の
年
、
六
月

に
国
会
前
で
樺
美
智
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、
休
み

時
間
に
安
保
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
た
り
、
銀

座
の
大
通
り
を
埋
め
尽
く
し
た
フ
ラ
ン
ス
デ
モ
に

参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
政
治
へ
の
関
心
が
高
い
者

が
少
な
く
な
か
っ
た
。五
十
年
経
っ
て
も
、
そ
れ
は

変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

　
「
憲
法
九
条
が
あ
っ
た
か
ら
、
俺
た
ち
は
戦
争
で

一
人
も
死
な
な
か
っ
た
」

　

誰
か
が
そ
う
言
う
と
、
み
ん
な
頷
く
。そ
し
て
孫

た
ち
の
た
め
に
も
九
条
を
守
り
、
原
発
を
ゼ
ロ
に
し

よ
う
と
話
し
合
う
。

　

ほ
か
の
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
み
る
と
、
何
人
か
見

覚
え
の
あ
る
顔
が
。中
学
校
の
同
窓
生
だ
。さ
ら
に

墨田川15回

昭
和
三
十
八
年
卒
、

　
　
　
　
初
の
同
期
会

Ｂ
組　

山
口　

哲
夫

時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
恩
師
や
級
友
の
消
息
を
確

か
め
合
っ
た
。

　

会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
友
人
と
も
話
が
で
き

た
。一
人
は
卓
球
部
の
奥
平
君
。「
君
の
ほ
う
が
俺
よ

り
強
か
っ
た
」と
言
う
と
、「
ま
あ
な
」と
嬉
し
そ
う
。

す
っ
か
り
貫
禄
が
つ
い
た
体
型
に
な
っ
て
、
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
き
た
か
話
し
て
く
れ
た
。お
た
が
い
の

業
界
が
近
く
、
ど
こ
か
で
す
れ
違
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

も
う
一
人
は
高
三
の
時
に
文
通
し
て
い
た
人
。

五
十
年
ぶ
り
の
邂
逅
に
思
わ
ず
握
手
。わ
ず
か
な
時

間
だ
っ
た
け
ど
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん

だ
。

　

初
め
て
の
同
期
会
、
知
ら
な
い
人
が
多
く
て
ど
う

な
る
か
と
思
っ
た
が
、
二
時
間
で
は
と
て
も
足
り
な

い
ほ
ど
、
幸
福
な
気
分
に
満
た
さ
れ
た
半
日
だ
っ

た
。

康
の
話
等
々
・
・
話
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
花
が

咲
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。引
き
続
き
開

催
さ
れ
た
二
次
会
に
も
ほ
と
ん
ど
の
出
席
者
が
参

加
し
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
よ
う
で
す
。二
次
会
を

含
め
5
時
間
と
い
う
長
丁
場
で
し
た
が
、
時
間
は
瞬

く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
名
曲「
墨
田
川
高
等
学
校
校
歌
」を
全
員

で
合
唱
し
、
お
互
い
の
健
康
を
祈
り
つ
つ
、
3
年
後

の
再
会
を
約
し
て
惜
し
み
な
が
ら
の
散
会
と
な
り

ま
し
た
。幹
事
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

墨田川７回

昭
和
三
十
年
卒

　
　
　
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会

横
山　

松
雄
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我
々
が
入
学
し
た
昭
和
30
年
は
中
学
卒

の
50
％
が
や
っ
と
高
校
へ
進
学
出
来
る
時

代
で
し
た
。
首
相
は
岸
信
介
。
安
保
問
題

が
学
生
運
動
の
中
心
と
な
り
高
校
生
に
も

多
少
影
響
を
与
え
当
校
の
運
動
会
の
仮
装

に
も
我
が
Ｅ
組
か
ら
ハ
リ
ボ
テ
の
車
か
ら

挨
拶
し
て
い
る
岸
首
相
の
人
形
を
出
し
ま

し
た
。「
墨
水
会
だ
よ
り
」
の
19
号
を
拝

見
し
た
ら
、
同
窓
の
田
中
君
が
記
し
て
く

れ
て
ま
し
た
が
担
任
は
中
島
先
生
。
先
生

は
、
推
理
小
説
の
評
論
、
批
評
家
と
し
て

第
一
回
江
戸
川
乱
歩
賞
を
取
り
ペ
ン
ネ
ー

ム
は
「
中
島
河
太
郎
」
…
こ
こ
に
書
く
ま

で
も
な
く
知
っ
て
い
る
人
は
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
生
が
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
は
い
つ
も
早
川
書
房

が
出
し
て
い
た
月
刊
の
「
ミ
ス
テ
リ
ー
マ

ガ
ジ
ン
」
よ
り
面
白
い
小
説
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

影
響
か
Ｅ
組
の
男
子
生
徒
の
何
人
か
は
、

毎
月
発
行
さ
れ
る
同
誌
を
小
脇
に
抱
え
て

校
内
を
よ
く
歩
い
て
い
た
よ
う
記
憶
し
て

ま
す
。
学
校
の
立
地
条
件
が
良
か
っ
た
せ

い
か
再
々
悪
友
と
授
業
を
さ
ぼ
っ
て
墨
堤

近
く
の
卓
球
場
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
か
悪
友
５
〜
６
人
全
員
一
浪
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
卓
球
場
へ
行
く
時
は
、

学
校
の
裏
門
を
出
て
す
ぐ
細
い
路
地
に
入

る
…
そ
こ
は
「
鳩
の
街
」
い
わ
ゆ
る
〝
青

線
〟
で
す
。
と
く
に
夏
は
そ
の
道
を
通
る

時
は
お
姉
ち
ゃ
ん
達
が
竹
の
長
い
ベ
ン
チ

に
何
人
か
が
座
り
シ
ミ
ー
ズ
一
枚
で
団
扇

で
涼
を
取
り
な
が
ら
「
学
生
さ
ん
帰
り
に

寄
り
な
よ
！
」
な
ん
て
声
を
掛
け
て
き
ま

す
。
当
時
は
ま
だ
人
間
が
未
熟
だ
っ
た
の

で
走
っ
て
逃
げ
た
事
が
た
び
た
び
あ
り
ま

し
た
。
担
任
の
中
島
先
生
は
永
井
荷
風
の

濹
東
綺
譚
の
町
「
玉
の
井
」（
現
東
向
島
）

に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
学
校

の
近
く
に
は
「
鳩
の
街
」
と
「
玉
の
井
」、

ち
ょ
っ
と
大
川
を
渡
れ
ば
「
吉
原
」
…
…

も
う
少
し
早
く
生
ま
れ
て
い
れ
ば
な
〜
な

ん
て
今
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
、
良
い

場
所
に
学
校
が
あ
っ
た
の
に
当
時
の
学
生

は
比
較
的
ま
じ
め
で
あ
っ
た
の
で
す
。
ま

だ
墨
堤
つ
な
が
り
の
話
が
一
つ
、
宮
城
前

広
場
で
の
事
件
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
活

躍
（
関
東
大
会
出
場
）
等
…
あ
り
ま
す
が

あ
ま
り
長
い
と
お
目
目
の
お
邪
魔
、
ま
た

の
機
会
に
い
た
し
ま
す
。

在
学
中
の
「
思
い
出
」

墨
田
川
10
回
昭
和
33
年
卒

Ｅ
組
　
坂
田
　
勝
康

訃 

　
報

三
好
正
也
氏
　

七
中
20
回

　

三
好
正
也
氏
は
昭
和
20
年
３
月
七
中
卒
業

後
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
を
経
て
同
大
大
学

院
に
進
ま
れ
、
卒
業
後
設
立
間
も
な
い
経
団

連
事
務
局
に
入
局
さ
れ
、
１
９
８
８
年
か
ら

97
年
の
10
年
間
事
務
総
長
と
し
て
、
経
団
連

の
政
治
献
金
の
斡
旋
廃
止
な
ど
に
取
組
ま
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後J-W

AVE

の
社
長
兼
会
長
な
ど
も

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
始
め
よ
り
病
気
の
た
め
ご
療
養
中
で

し
た
が
、
12
月
14
日
腎
不
全
の
た
め
惜
し
く

も
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
墨
水
会
に
は
度
々
ご
寄
付
を
頂
戴

し
会
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
三
好
氏
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

白
田
守
夫
氏

　
　
　
墨
水
会
相
談
役

七
中
21
回

　

白
田
守
夫
氏
は
七
中
卒
業
後
教
育
大
学

（
現
筑
波
大
学
）
を
卒
業
後
、
教
職
に
つ
き

本
所
、
南
葛
飾
高
校
な
ど
都
立
高
校
の
教
頭
、

学
校
長
を
歴
任
さ
れ
、
退
職
後
は
墨
水
会
の

副
会
長
と
し
て
平
成
21
年
ま
で
同
窓
会
及
び

母
校
の
発
展
の
た
め
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
昨
年
よ
り
病
気
の
た
め
ご
療
養
中
で
し

た
が
、
ご
親
族
の
手
厚
い
看
護
も
空
し
く
、

昨
年
７
月
８
日
に
惜
し
く
も
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
氏

の
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
墨
水
会
で
は
ご
霊
前
に
盛
花
を
奉
呈

し
、
井
上
会
長
外
多
数
の
会
員
が
弔
意
を
捧

げ
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
に
指
定
校
推
薦
、公
募
推
薦
、Ａ
Ｏ

入
試
等
で
、
次
の
大
学
・
短
大
に
合
格
者
が
出

て
い
ま
す
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
（
1
月
18
日
・
19

日
）後
、
私
立
大
学
の
一
般
入
試
、
国
公
立
大
学

の
個
別
試
験
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
合
格
者
数

は
さ
ら
に
増
え
て
い
き
ま
す
。（
カ
ッ
コ
内
は
複

数
合
格
者
が
い
る
学
校
の
人
数
）

◎
国
公
立
大
学（
計
５
名
）

　

千
葉
大
学　

教
育
学
部

　

首
都
大
学
東
京　

健
康
福
祉
学
部（
３
）

　

首
都
大
学
東
京　

都
市
教
養
学
部

◎
私
立
大
学（
計
63
名
）

　

�

慶
應
義
塾
大
・
上
智
大
（
３
）・
東
京
理
科
大

（
３
）・
学
習
院
大（
２
）・
立
教
大（
２
）・
中

央
大（
２
）・
法
政
大（
４
）・
学
習
院
女
子
大
・

芝
浦
工
業
大
（
３
）・
順
天
堂
大
・
東
京
家
政

大
（
３
）・
東
京
農
業
大
・
東
邦
大
・
北
里
大

（
２
）・
成
城
大
・
成
蹊
大
・
武
蔵
大
（
３
）・

武
蔵
野
大（
２
）・
明
治
学
院
大（
３
）・
文
教

大
・
國
學
院
大
・
獨
協
大
・
日
本
大
・
東
洋

大（
３
）・
文
京
学
院
大（
２
）・
跡
見
学
園
女

子
大
・
帝
京
科
学
大
・
帝
京
平
成
大
（
２
）・

日
本
女
子
体
育
大
（
２
）・
淑
徳
大
・
洗
足
学

園
音
楽
大
（
２
）・
国
際
武
道
大
・
聖
徳
大

（
２
）・
立
正
大
・
神
奈
川
大
・
共
立
女
子
大

◎
短
期
大
学（
計
７
名
）

　

�

東
京
成
徳
短
大
・
戸
板
女
子
短
大
・
山
野
美

容
芸
術
短
大
・
女
子
栄
養
短
大
・
日
本
歯
科

大
学
東
京
短
大
・
東
京
家
政
短
大
・
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部

国 公 立 大 学 合格者延べ人数

大学名 現役 過年 計
埼玉大 1 0 1
千葉大 2 0 2
電気通信大 2 0 2
東京海洋大 1 0 1
埼玉県立大 1 0 1
首都大学東京 3 0 3
山梨県立大 1 0 1

国公立大学計 11 0 11

私 立 大 学 合格者延べ人数

大学名 現役 過年 計
早稲田大 5 0 5
慶應大 4 0 4
上智大 1 0 1
東京理大 9 0 9

上記４大学計 19 0 19
明治大 10 0 10
青山学院大 1 0 1
立教大 7 0 7
中央大 11 0 11
法政大 18 1 19
学習院大 4 0 4

上記６大学計 51 1 52
関西大 6 0 6
立命館大 0 2 2

上記２大学計 6 2 8
成蹊大 12 0 12
成城大 2 0 2
武蔵大 1 1 2
明治学院大 13 1 14

上記４大学計 28 2 30
日本大 39 4 43
東洋大 38 7 45
駒澤大 3 0 3
専修大 7 1 8

上記４大学計 87 12 99
亜細亜大 10 0 10
跡見学園女子大 3 0 3
桜美林大 1 0 1
大妻女子大 3 0 3
学習院女子大 2 0 2
神奈川大 2 0 2
鎌倉女子大 1 0 1
川村学園女子大 1 0 1
関西外語大 3 0 3

大学名 現役 過年 計
神田外語大 2 0 2
関東学院大 2 0 2
共立女子大 2 0 2
杏林大 5 0 5
国立音大 0 1 1
工学院大 6 0 6
國學院大 7 0 7
国士舘大 15 0 15
駒澤女子大 1 0 1
産業能率大 1 0 1
実践女子大 2 0 2
芝浦工大 7 0 7
淑徳大 2 0 2
順天堂大 2 0 2
城西大 5 0 5
昭和女子大 5 0 5
女子栄養大 1 0 1
白百合女子大 1 0 1
杉野服飾大 1 0 1
聖徳大 13 0 13
洗足学園大 1 0 1
創価大 1 0 1
大正大 5 1 6
大東文化大 6 0 6
高千穂大 5 0 5
拓殖大 1 0 1
玉川大 8 0 8
千葉工大 14 1 15
千葉商大 4 0 4
つくば国際大 1 0 1
帝京大 10 0 10
帝京科学大 6 0 6
帝京平成大 5 0 5
桐蔭横浜大 1 0 1
東海大 12 0 12
東京医科大 1 0 1
東京医療保健大 2 0 2
東京家政大 6 0 6
東京家政学院大 5 0 5
東京経大 5 1 6
東京工科大 12 1 13
東京国際大 1 0 1
東京女子大 2 0 2
東京聖栄大 1 0 1
東京成徳大 1 0 1
東京造形大 0 1 1
東京電機大 15 2 17

大学名 現役 過年 計
東京都市大 4 0 4
東京農大 4 2 6
東京福祉大 4 0 4
東京未来大 1 0 1
東邦大 10 0 10
獨協大 13 0 13
二松学舎大 2 0 2
日本医療科学大 1 0 1
日本女子体大 3 0 3
日本女子大 3 0 3
フェリス女大 1 0 1
文教大 6 1 7
文京学院大 4 0 4
武蔵野大 7 0 7
武蔵野美大 1 2 3
明海大 2 0 2
明治薬科大 1 0 1
明星大 1 0 1
目白大 4 0 4
立正大 4 2 6
流通経大 1 0 1
麗澤大 3 0 3
和光大 1 0 1
和洋女子大 7 0 7
Humber College 1 0 1

私立大学計 517 32 549

短 期 大 学 合格者延べ人数

短大名 現役 過年 計
青山学院女短 4 0 4
大妻女大短大部 1 0 1
淑徳大短 1 0 1
聖徳大短大部 2 0 2
創価女短 1 0 1
貞静学園短 1 0 1
戸板女子短 1 0 1
東京家政大短 1 0 1
東京農大短大部 6 1 7
日本歯科大東京短 1 0 1
日本大短期大 1 0 1

短期大学計 20 1 21

現役の欄は平成25年３月に卒業した第65回生
の実績です。過年の欄はそれ以前に卒業した者
で、連絡のあったもののみ計上してあります。

平成25年度（第65回生他）大学・短大合格状況

平
成
25
年
12
月
時
点
で
の

現
３
年
次
生（
第
66
期
生
）の

主
な
進
路
状
況
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平成25年度　部活動実績報告

　今年度は昨年度にも増して、場所・時間を積極的に協議し奪い合い・譲り合い元気に活動しています。
また、学校の諸活動への協力は、特定の部に限られていましたが、現在では、ほとんどの部が協力し内容
を高めています。例えば「挨拶の和」をテーマに朝の校門での「挨拶運動」に全部が参加し、「七高」を盛り
上げています。
　皆様の後輩在校生が「七高魂」を引き継ぎ伝え、部活だけではなく学校生活のすべてに励み、その過程
での笑顔や涙や汗を感じていただければより幸いです。

剣道部
・ 東京都高等学校春季剣道大会兼関東大会団体東京都予選　　　男子団体ベスト64・女子団体ベスト32　 
・ 東京都秋季都大会　　　男子団体ベスト32　女子　都大会進出
・墨東杯争奪剣道大会　　男子総合　優勝　　女子総合　準優勝　　　　
・全国高等学校剣道大会都予選　男子団体　都大会進出　女子ベスト32
・ 東京都高体連　第一支部大会	 １年男子団体　優勝　　３年男子個人　２位
		  男子選抜個人　３位　　女子選抜個人　３位

柔道部
・高体連関東大会	 予選52ｋｇ級　第３位　都大会進出　都ベスト16
・インターハイ	 都ベスト16　都大会出場
・東京都柔道部	 優秀選手　３年　千川　香菜子

・春季関東大会　　都大会　第３位　　　・夏季大会　　４回戦　進出　　　・ 秋季大会　３回戦　進出

軟式野球部

・インターハイ都予選優勝（種目：女子舵手付クォドルプル）
・インターハイ全国高等学校総合体育大会出場準々決勝進出
・関東高等学校選抜大会都予選３位（種目：女子舵手付クォドルプル）　　関東高等学校選抜大会出場
・３年　亀井恵利沙　国民体育大会出場　ジュニアオリンピックカップ出場
　　　　　（種目：少年女子舵手付クォドルプル）東京国体　第５位

ボート部

音楽部
・第80回　ＮＨＫ全国音楽合唱コンクール東京都予選「金賞」
       　　　　　　　　　ＮＨＫ全国音楽合唱コンクール東京都本選「優良賞」
・第37回　全国高等学校総合文化祭「長崎大会」東京都代表　合唱部門　「文化連盟賞」

生 物部
・日本生物教育会　全国大会　	 　　　　　ポスター発表　「優秀賞」
・JST（科学技術振興機構）	 　　　　　ポスター発表
・サイエンス・キャッスル2013東京大会　　ポスター発表

生徒指導部　部活担当　百　瀬　健　一（再任用教諭・墨田川23回）

　 運 動 部

　 文 化 部
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吹奏楽部
・環境省「全国星空継続観察」に参加
・東京都高等学校吹奏楽コンクール	 金賞
・東京都吹奏楽コンクール出場
・管楽合奏コンテスト全国大会		  優秀賞・ヤマハ賞
・ジャズ＆ポップスコンテスト全国大会出場
・ＴＡＭＡアンサンブルコンテスト	 金賞  ・審査員特別賞
・東京都高等学校吹奏楽連盟アンサンブルコンテスト　	 金管八重奏  金賞・木管八重奏  金賞

水 泳部
・ 全国高等学校総合体育大会　【インターハイ全国大会・長崎市民総合プール】
	 女子400ｍ個人メドレー	 上田桜子	 ４位　入賞
	 女子400ｍ自由形	 上田桜子	 ４位　入賞
		  櫻井美乃	 31位
	 女子800ｍ自由形	 櫻井美乃	 20位
	 女子50ｍ自由形	 布施谷結花	 24位
	 女子100ｍ自由形	 布施谷結花	 15位
	 女子400ｍリレー		  13位　　布施谷結花、勝治菜々、櫻井美乃、上田桜子
	 女子400ｍメドレーリレー		 16位　　片山友希、上田桜子、中村綾花、布施谷結花
・第68回 国民体育大会水泳競技大会　東京スポーツ祭2013年【東京国体】
	 少年Ａ　女子200ｍ背泳ぎ	 布施谷結花	 12位
	 少年Ａ　女子400ｍ自由形	 上田桜子	 ８位　入賞
	 少年Ａ　女子400ｍ個人メドレー	上田桜子	 ２位　入賞　
	 少年Ａ　女子400ｍリレー		  ２位　入賞
・ 全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会【夏のJO】
	 チャンピオンシップ　男子50ｍ自由形　　中島　輝　19位
・ 関東高等学校水泳競技大会【関東大会】
	 男子1500ｍ自由形	 小野航太郎	 34位
	 女子50ｍ自由形	 布施谷結花	 ８位　入賞
	 女子100ｍ自由形	 布施谷結花	 ５位　入賞
	 女子400ｍ個人メドレー	 上田桜子	 ２位　入賞
	 女子400ｍ自由形	 上田桜子	 ３位　入賞　
　　　　　　　　　　　　	 櫻井美乃	 17位
	 女子800ｍ自由形	 櫻井美乃	 ９位
	 女子400ｍリレー		  ６位　入賞
		  予選：布施谷結花、松葉知美、千葉莉里、勝治菜々　決勝：勝治菜々、布施谷結花、櫻井美乃、上田桜子
	 女子400ｍメドレーリレー		 11位　　片山友希、上田桜子、中村綾花、櫻井美乃
・東京都春季大会（春季大会）学校対抗	 女子総合５位
	 女子200m個人メドレー	 優勝
	 女子200mメドレーリレー	 ３位　入賞
・東京都高等学校選手権大会（都高校大会）学校対抗	 女子総合５位
	 女子50m自由形	 ２位　入賞
	 女子100m自由形	 優勝
	 女子400m個人メドレー	 ２位　入賞
	 女子400m自由形	 優勝
	 女子400mリレー	 ３位　入賞
・東京都高等学校新人大会（新人戦）学校対抗	 女子総合５位
	 女子200m背泳ぎ	 ２位　入賞
	 女子50mバタフライ	 ３位　入賞
	 女子400mリレー	 ３位　入賞
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府
立
第
七
中
学
校

　

第
18
回

	

鈴　

木　

文　

男

	

石　

井　

善
次
郎

	

岩　

瀬　

彰　

啓

	

氏　

橋　

幸
次
郎

	

梅　

田　

好　

男

	

恵　

畑　

欣　

一

	

大
久
保　

喜　

市

	

大
曽
根　

弘　

一

	

坂　

巻　

俊　

雄

	

坂　

本　

義　

雄

	

白　

井　

忠　

彦

	

鈴　

木　

文　

男

	

田　

中　
　
　

充

	

巽　
　
　

保　

三

	

鶴　

間　

藤　

一

	

戸　

谷　

是　

公

	

中　

島　

藤　

五

	

羽　

鳥　

博　

愛

	

花　

沢　

正　

造

	

広　

瀬　

栄　

一

	

堀　
　
　

秀　

成

	

三　

松　

義　

信

	

毛　

利　

英　

三

	

森　

野　
　
　

博

	

藪　

下　

郁　

男

	

津　

村　

澄　

雄

　

第
20
回

	

内　

田　

勝　

久

	
杉　

野　

鎮　

男

	
杉　

村　

良　

哉

	

清　

水　

秀　

夫

	

片　

田　

和　

男
	

中　

井　
　
　

更
	

大　

木　

善　

夫

　

第
23
回

	

江　

口　

阜　

之

	

石　

塚　

松　

雄

	

荒　

川　
　
　

博

	

斎　

藤　
　
　

淳

	

紅　

谷　
　
　

誠

	

木　

村　

庸　

雄

	

岡　

田　

俊　

男

	

本　

間　

三　

夫

	

井　

川　
　
　

隆

	

島　

谷　

経　

三

都
立
第
七
高
等
学
校

　

第
１
回

	

海　

谷　

利　

宏

	

牛　

山　

淳
一
郎

	

長
谷
川　

鉄　

夫

	

上　

村　

恭　

平

	

伊　

藤　

一　

郎

	

青　

木　

優　

夫

都
立
墨
田
川
高
等
学
校

　

第
２
回

	

大　

滝　

敏　

夫

　

第
３
回

	

平　

林　

盛　

得

	

木　

島　

威　

也

	

佐　

藤　
　
　

宏

	

須　

藤　

健　

児

	

秋　

山　

昭　

八

	

笹　

本　

康　

市

	
上　

原　
　
　

俊

	
大　

澤　

信　

玄

	

渡　

辺　

政　

雄

	

渋　

谷　
　
　

泉
	

鈴　

木　

徳　

次
	

井　

上　

常　

一

　

第
４
回

	

中　

村　

良　

𠮷

	

遠　

藤　

秀
一
郎

	

木　

塚　

靖　

夫

	

米　

山　
　
　

徹

	

島　

村　

元　

昭

	

三　

木　

鉄　

也

	

亀　

野　

正　

一

	

岡　

本　

道　

夫

　

第
５
回

	

釜　

井　

節　

夫

　

第
６
回

	

池　

田　

勝　

英

	

小　

師　

克　

之

	

杉　

本　

陽　

子

	

須　

賀　

き
よ
子

	

Ａ　

組　

一　

同

　

第
７
回

	

Ｄ　

組　

一　

同

　

第
８
回

	

麻　

山　

和　

正

	

関　
　
　
　
　

亨

	

内　

田　

忠　

男

　

第
10
回

	

比
留
間　

光　

子

	

清　

宮　
　
　

胖

	

難　

波　

直　

人

	

中　

村　

博　

昭

	

船　

戸　

沖　

一

　

第
12
回

	
伊　

藤　
　
　

浩

	
田　

中　

正　

昭

	

菊　

池　

満　

雄
	

中　

村　

桂　

一
	

村　

田　

和　

夫

　

第
13
回

	

山　

澤　

一　

喜

	

青　

木　

二　

郎

	

岩　

本　

皓　

夫

	

岩　

崎　

悦　

康

　

第
15
回

	

加　

藤　

多
恵
子

	

３
Ｃ
ク
ラ
ス

	

石　

井　

敏　

子

	

谷　

澤　

尚　

樹

　

第
16
回

	

佐　

野　

裕　

子

　

第
18
回

	

専　

田　

三
枝
子

	

吉　

川　

恵　

則

	

鴇　

田　

耕　

一

　

第
22
回

	

斉　

藤　

よ
し
子

　

第
30
回

	

宮　

本　

勇　

人

	

倭　
　
　

康　

雄

　

旧
教
職
員

	

有　

賀　

康　

修

㈱
東
京
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
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編
集
後
記

　

創
立
90
周
年
行
事
も
す
み
、１
０
０

周
年
に
む
け
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
一
同
、更
な
る
紙
面
の

充
実
を
は
か
る
べ
く
が
ん
ば
っ
て
お

り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
本
紙
に
対
す

る
ご
希
望
或
は
ご
提
案
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ご
一
報
い
た
だ
き
た
く
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
委
員
長　

墨
田
川
10
回　
　

清
宮　
　

胖

平
成
25
年
１
月
〜
平
成
25
年
12
月
末
日

第
17
回  

寄
付
金
一
覧

会
計　

墨
田
川
10
回　

赤
津　

𠮷
延

　
　
　

墨
田
川
15
回　

谷
澤　

尚
樹

　

今
回
は
百
三
名
の
方
々
と
四
団
体
よ
り
百
六
十
万
五
千
七
百
二
十
六
円
（
利
息
も
含
む
）
の
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。毎
年
（
財
）
七
星
会
へ

二
百
万
円
の
寄
付
を
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
総
額
は
学
校
へ
の
寄
付
も
含
め
て
四
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。平
成
七
年
よ
り
行
わ
れ
る
様
に
な
り
ま

し
た
寄
付
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
母
校
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
今
後
共
ご
協
力
下

さ
い
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「墨水会だより」


